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がん患者における生殖機能の温存について（提案） 
 
 
近年のがんに対する薬物療法をはじめとする集学的治療の進歩により、治癒

するがん患者や長期生存するがん患者が増えています。その反面、強力かつ長

期の薬物療法を受けること等により、性腺機能不全や妊孕性の消失、そして早

発閉経などに悩む患者さんが増加しています。 
がん診療連携拠点病院（以下、拠点病院）等においては、別紙の「がん診療

連携拠点病院等の整備に関する指針」により「生殖機能の温存に関しては、患

者の希望を確認し、院内または地域の生殖医療に関する診療科についての情報

を提供するとともに、当該診療科と治療に関する情報を共有する体制を整備す

ること。」が義務付けられています。 しかし、沖縄県の拠点病院等においては、

この点の体制整備が不十分であると、小児・AYA 部会では自己評価しています。 
そこで、『沖縄県における６つの拠点病院等における対象患者（すべての男性

患者および 0～50 歳の女性患者）の全員に、別紙のような資料を、主治医から

配布したうえで、説明を行うこと』を義務付けるように提案します。 
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がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針

Ⅰ がん診療連携拠点病院等の指定について

Ⅱ 地域がん診療連携拠点病院の指定要件について

１ 診療体制

（１）診療機能

① 集学的治療等の提供体制及び標準的治療等の提供

コ 思春期と若年成人（Adolescent and Young Adult; AYA）世代（以下「ＡＹＡ世代」と

いう。）にあるがん患者については治療、就学、就労、生殖機能等に関する状況や希望

について確認し、必要に応じて、対応できる医療機関やがん相談支援センターに紹介す

ること。

サ 生殖機能の温存に関しては、患者の希望を確認し、院内または地域の生殖医療に関する

診療科についての情報を提供するとともに、当該診療科と治療に関する情報を共有する

体制を整備すること。

Ⅲ 特定機能病院を地域がん診療連携拠点病院として指定する場合の指定要件について

Ⅳ 都道府県がん診療連携拠点病院の指定要件について

Ⅴ 国立がん研究センターの中央病院及び東病院の指定要件について

Ⅵ 特定領域がん診療連携拠点病院の指定要件について

Ⅶ 地域がん診療病院の指定要件について

１ 診療体制

（１）診療機能

① 集学的治療等の提供体制及び標準的治療等の提供

コ ＡＹＡ世代にある、がん患者については治療、就学、就労、生殖機能等に関する状況や

希望について確認し、必要に応じて、対応できる医療機関やがん相談支援センターに紹

介すること。

サ 生殖機能の温存に関しては、患者の希望を確認し、院内または地域の生殖医療に関する

診療科について情報を提供するとともに、当該診療科と治療に関する情報を共有する体

制を整備すること。

Ⅷ 既指定病院の取扱い、指定・指定の更新の推薦手続等、指針の見直し及び施行期日につ

いて



がん患者さんのための 妊孕性温存療法
にんようせいおんぞんりょうほう

に関する説明書 

～がん克服後に子供をもつことを考える～ 

 

医療 E

いりょう
Aの進歩によって、がんを克服できることが多くなってきました。この説明書では、

がんを乗り越えて後に子供をもてるようにするにはどのような方法があるのか、がん治

療前に知っておきたいことについて説明します。 

 

1. AE妊孕 E

にんよう
AAE性 E

せい
Aとは 

「妊孕
にんよう

性
せい
」とは、”妊娠

にんしん
のしやすさ“を指します。

男女とも、加齢
か れ い

よって妊娠しにくくなります。こ

れを 妊孕
にんよう

性
せい
が低下する、といいます。男性は緩

やかに低下しますが、女性は 35歳ころから急激に低下します。 

2. がん治療による妊孕 E

にんよう
AAE性 E

せい
Aへの影響 

がん治療には、手術、抗がん剤治療（化学
か が く

療法
りょうほう

）、放射
ほうしゃ

線
せん
治療
ちりょう

、造血
ぞうけつ

幹
かん
細胞
さいぼう

移植
いしょく

などがあります。治療により将来、子供をもつことができなくなる可能性がありま

す。これを「妊孕
にんよう

性
せい
の 消失

しょうしつ
」といいます。 

3. 妊孕性温存療法について知る 

がん治療によって妊孕性に影響が予想される場合に、事前に卵子や精子、卵巣を凍

結保存しておくことを「妊孕
にんよう

性
せい
温存
おんぞん

療法
りょうほう

」といいます。あなたが受ける予定のが
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ん治療が、妊孕性に影響するのか、がん克服後に子供をもてるようにはどのような

妊孕性温存療法が適切なのか、相談することが大切です。 

4. 「がんと生殖医療カウンセリング」へご紹介します。 

琉球大学病院の産婦人科では、妊孕性温存療法についての専門外来を開設していま

す。あなたが受ける予定のがん治療が、妊孕性に影響するのか、がん克服後に子供

をもてるようにはどのような妊孕性温存療法が適切なのか、がん治療の主治医と連

携をとりながら検討していきます。 

5. 納得した治療をうけるために 

がん告知と同時に抗がん剤治療や放射線治療、あるいは手術などの治療を目前にし、

頭の中が真っ白になり、将来こどもをもつことなど考える余裕はないかもしれませ

ん。しかしながら、がんは克服できる治癒
ち ゆ

する時代となり、がん克服後に子供をも

つことも可能となってきました。がん治療前に妊孕性温存療法について知っていた

だき、そのことを知った上で、ご自分の判断で納得した治療をうけていただきたい

と思います。 

      年   月    日 

        病院      科 

説明者              印 

同席者              印 
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